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研究成果の概要（和文）：インドにおける終焉期の仏教について、南インドのタミル・ナード州のカーヴェリ河
デルタ地帯を中心とする地域において13世紀までは仏教の活動は十分に盛んであったこと、弱まりながらも最後
は16世紀まで存続したことを明らかにした。さらに、その仏教の僧院としてのあり方は上座部と考えられる一
方、在俗の信徒の信仰には大乗的な観音や弥勒の信仰が強かったが、密教の要素はそれほど見られないことが認
められる。このような仏教のあり方から、在俗信徒のあり方を僧の規範と一致させることができなかったことに
より、僧の再生産のシステムをうまく構築できず、僧院組織を維持できずに仏教の終焉に至ったものと考えられ
る。

研究成果の概要（英文）：By conducting field research on the remaining Buddhist statues in the 
Tamilnadu state of India, we have proved that Buddhism was active enough until the 13th century in 
the Kaveri delta region and survived well into the 16th century. Those statues of Buddha should have
 belonged to Theravada monasteries, while small bronze statues of Avalokiteshvara and Mayitreya 
found from Nagapattinam shows lay people's religious tendency towards Mahayana Buddhism. Also 
Vajrayana trend was not clear in South India. This dichotomy of Buddhism between Theravada monks and
 Mahayana lay people, resulting in incapability of reproducing monks, should be considered as the 
fundamental cause of the decline of Buddhism in India.

研究分野： 宗教学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
仏教が、その発祥の国であるインドにおいて滅びてしまったことについて、その様相と原因は未解明な点に満ち
ている。通説としては、インドの仏教はムスリム勢力の北インド侵攻、特にヴィクラマシーラ僧院の破壊を決定
的な契機として13世紀には実質的に滅びたとされている。これに対して南インドにおいて仏教が16世紀まで存続
したことを明らかにし、しかもそのあり方の本質が上座部的であったことを示したことは、インドにおける仏教
の終焉の理解に大きく貢献するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



１．研究開始当初の背景
仏教が、その発祥の国であるインドにおいて滅びてしまったことについて、その様相と原因は未解

明な点に満ちている。通説としては、インドの仏教はムスリム勢力の北インド侵攻、特にヴィクラマ
シーラ僧院の破壊を決定的な契機として 13世紀には実質的に滅びたとされている。
しかしその終焉のあり方について、その中核的組織である僧院については（1）ムスリム勢力によ

る破壊が大きな要因か、（2）ヒンドゥー教の圧力によって王や商人ギルドなどからの庇護や後援など
が消失したために存続できなくなったか、また信徒については、（3）すなおにヒンドゥー教の信徒と
なってヒンドゥー教に吸収されたか、（4）新たにイスラームの信仰を受け入れたものが多かったか、
などさまざまな仮説が提唱されている。
ヒンドゥー教に同化して吸収されていったとする仮説について言えば、その前提として後期のイン

ド仏教が完全に密教化して、その実質がヒンドゥー教とほとんど変わらないものになっていたという
仮定が前提とされているが、当時の仏教の実際のあり方についての研究はほとんどなされていない。
後期インド仏教の実際のあり方がインドの各地方においてどのようなものであったかの検討なしに

インド仏教の終焉の研究は不可能であるという視点からの研究は、多少は行なわれるようになったも
のの、仏教史の研究の中心は北インドに偏っており、南インドにおいて 16世紀ころまで仏教が残存
していたことは知られていても、その史料に着目して解明しようとする研究は実質的に存在しなか
った。
南インドにおいて特に注目すべき地域と出土遺物として、タミル・ナード州のカーヴェリ河河口デ

ルタ地帯、中でもナーガパッティナムから出土した 300体以上のブロンズ仏があげられる。ナーガパ
ッティナムに仏教僧院があったことは、チョーラ期の刻文やミャンマーの 15世紀の碑文からも知ら
れ、その一部であった塔の廃墟が 19世紀まで存在していたことが、オランダの植民地期の文献など
によって知られている。
これらブロンズ仏に加えて、近年において多数の石仏が野ざらしの様な状態でカーヴェリ河河口デ

ルタ地帯において発見されており、従来から知られているカーンチプラムの石仏やクンバコーナムの
碑文などと合わせて検討することで 11世紀から 16世紀までのこの地域における仏教のあり方が密教
的なものとは言えないものとなっていたことを明らかにすることができると思われる。
２．研究の目的
本研究では、南インドの終焉期仏教の様相を、出土遺物、碑文、ヨーロッパ植民者等の文献、とい

った多方面の資料を総合的に用いることによって可能な限り明らかにすることによって、インドにお
ける仏教の終焉の様相と原因を解明することを目的とする。
３．研究の方法
本研究ではまず 2種類の現地調査を行なう。一つは博物館等に所蔵されている仏像等の調査で、ナ

ーガパッティナム出土の仏像等の内で、チェンナイ博物館以外のインド各地の博物館に分散されてし
まったため充分に調査されていない仏像等の調査と撮影である。もう一つは、南インドのカーヴェリ
河河口デルタ地帯などで野仏のように散在している石仏の調査である。
このような現地調査に加えて、碑文やヨーロッパ人の旅行記録など文書資料を新しい総合的視点か

ら再検討することによって、南インドにおける終焉期のインド仏教の様相を新たな次元で解明する。
４．研究成果
本研究においては、主要な調査地域としてのタミル・ナードの他にスリランカ、ケーララ、マンガ

ロール、ガヤー周辺における実地調査を行なった。タミル・ナードについては、カーンチプラム周辺、
カーヴェリ河デルタ地帯、その他の地域の三つに区分できるが、カーヴェリ河デルタ地帯においては
20カ所以上の地点において単独の仏座像を中心とする遺物が野ざらしに近い形で存在していること
が確認できた。年代的には、11世紀から 13世紀を中心とするものと図像学的に推測できるものであ
る。基本的に上座部のブッダ像であり、頭頂部の炎の表象は特徴的であるが、スリランカのものとも
ある程度の類似を示している。際立っていることは、これらの仏像が寺院などとは無関係に発見され
ていることである。



現在祠堂に納められているものは当初は野ざらしで発見された後に近年になって祠堂を建てて納め
たことが明確であることから、これらの仏像は仏塔の側面に安置されたものであった可能性が高い。
このことはタミル古典文学『マニメーハライ』において仏像の記述がなく仏塔のみの信仰であったよ
うに思わせる様相を呈していたことについて、仏像は常に仏塔に付属していたことから特に述べられ
なかったという新たな解釈を提起させてくれる。インド的な心性から考えて、仏像は崇敬されるため
何らかの形で保存されるが、仏塔は維持する僧院などの組織がなくなると、内部の土砂を囲っている
石板やレンガを建材として持ち去ってしまうため容易に更地にされて消滅したと考えられる。
仏塔だけが存在したとは考えにくいので、農村部における仏像出土地については、木造建築の住居

施設を伴った仏塔を中心とした小規模な僧院施設であったと推定することが、スリランカの遺跡の状
況などとの比較から可能であると思われる。1733年のオランダの絵画によるナーガパッティナムの
僧院跡の描写で、小祠堂と露天の大きな石仏があったことが描かれているが、これも僧院跡で残るも
のが露天の石仏だけになる様子を示していると考えられる。
南インドにおける重要な調査としては、アラビア海に面する港市マンガロールのマンジュナータ寺

院の 3体のブロンズ仏像について行なった。現在 Vyāsaとして祀られている仏座像、ヴィシュヌとし
て祀られている観音座像、シヴァとして祀られている文殊金剛座像が主堂の周囲にある。文殊金剛像
の台座の碑文に 1068年に仏教僧院に寄進したと刻まれている。このことから、現在のマンジュナー
タ寺院がかつては仏教僧院であって、おそらくは仏塔のあったところをシヴァのリンガを祀る寺院に
立て直した、その周囲に、像をシヴァやヴィシュヌとして解釈しなおしながら、かつての仏教僧院の
尊像を残したものと推測できるのである。この寺院が現在ナート派と密接なつながりを有しているこ
とから、上座部的、大乗的、密教的という三つの要素を保持していたことがその三つの仏像から推定
できるかつての仏教僧院が、ナート派と密教とのつながりを契機としてシヴァ教寺院に吸収されてい
ったという過程があったのではないかと推測される。
碑文と関連する調査として、カーヴェリ河デルタ地帯における重要な都市であるクンバコーナムの

クンベーシュヴァラ寺院にある仏教寺院に言及する碑文とそこで言及されている仏教寺院の所在の探
索に関する調査を行なった。1580年と考えられるこの碑文は、仏教寺院の敷地を通る水路の補修に
関して補償について言及している。その受領者の名前の意味するところは「不死のナーヤカ」である
が、ナーヤカは王などと同時にブッダにも用いられていることから、この仏教寺院の主尊の名前と理
解して良いものと思われる。土地の贈与などの際に寺院の主尊が法人格として主体となることはイン
ドでは一般的であるからである。さてこの寺院の存在した土地の名前と一致する寺院としてクンバコ
ーナムからほど近くにあるティルヴァランジュリ寺院というシヴァ教寺院がある。そしてこの寺院か
らは現在チェンナイ博物館にある 2ｍ以上の大きな仏立像が発見されている。現在のティルヴァラン
ジュリ寺院には仏教的遺物は残されていないが、広い構内を有するこの寺院の境内にかつては仏教寺
院が存在していた可能性は十分にあると考えられる。
いま一つ重要なものとして北インドのクルキハール（Kurkihār）遺跡の調査がある。クルキハール

はガヤーから東北東約 25㎞にある村である。小高い土塁があってそこにかつては仏塔があったと報
告され、19世紀後半に多数の石仏が発見された。さらに埋蔵されていたブロンズ仏等 150体以上が
1930年に発見され、パトナ博物館に納められた。インド考古局のカニンガムによって大迦葉が弥勒を
待つ鶏足山と同定されたことでその後の論議を呼んだが、現在では鶏足山は別の地点とされている。
玄奘には「戒賢対論の伽藍」というガヤーとの位置関係が対応する地点の記述があるので、今回調査
でそれとの整合性を確認してみた。玄奘の「孤峰」という記述については、平原の中に高さ 10ｍ程
度のマウンドがあるクルキハールの現状に相当な高さの仏塔が建っていたであろうことを考えると地
形的特徴は一致するとして良いものと思われる。現状でも村内の女神の寺院前庭に数体の石仏が供養
されており今後の発掘調査が待たれる。
戒賢と南インドの外道の論師との対論という玄奘の記述に加えて、クルキハール出土のブロンズ仏

の 10体以上から南インドのカーンチの僧による寄進の刻文があることから継続的な南インドとの関
係が想定される。このような遠隔地との関係を説明できるであろう傍証としては、三つのブロンズ像



に Āpaṇaka Mahāvihāraという名称が寄進者の住所として記されていることから、僧院居住の在家信
徒が僧院に寄進したものとして、この名前がクルキハールにあった僧院のものとして推定できること
がある。Āpaṇakaとは「市場」「商人」を意味することから、この地にあった僧院が遠隔地交易と密接
に関係していたことが推測できるのである。位置的にもオリッサ方面から王都パータリプトラに至る
主要街道から分岐してガヤーやブッダガヤに至る道の途中にあたり、聖地巡礼の拠点であると同時に
奉納品を制作してもらう工房の街でもあったのだろう。南インドからの寄進が合計 15あり、すべて
カーンチの僧（一人はケーララ出身）によるものと推定できる（僧と明記は 8のみであるが残りの名
前などが僧と類似した構成）。また、仏像のうちの二つに頭頂の炎という南インドに特徴的な造形が
見られ、一つの寄進者がカーンチの僧であることから、様式を指定した造像が行なわれた可能性が高
い。さらに、仏教僧院であるにもかかわらずバララーマ、ウマーマヘーシュヴァラなどのヒンドゥー
教の神像が合計 8体寄進されており、寄進者が僧院居住の在家信徒の妻などであることも注目に値す
る。これだけ大量のブロンズ像等を隠匿した理由としては 1197年のムスリム勢力の侵攻の前に略奪
を恐れたためと考えられるが、石仏を隠したりしていないので、宗教対立とかの意識が特にあったと
は考えられない。また、このような形でのブロンズの埋蔵がナーガパッティナムにおいても見られて
いたことについては、ナーガパッティナムの場合 16世紀初頭のポルトガル勢力の侵攻の前に行なわ
れたと見るのが自然である（出土地点は 16世紀にポルトガル総督の庭園となった場所である）。
以上のような調査の結果を総合すると、南インドにおける終焉期の仏教のあり方については、以下

のように言えよう。カーヴェリ河デルタ地帯においては 13世紀までは石仏の製作も行なわれていた
ことからもわかるように、それなりに活発な状態が維持され、個人の信者のものであるブロンズ像に
ついては 15世紀まで引き続いて製作されていたことがわかるが、おそらくは 16世紀始めのポルトガ
ル勢力のナーガパッティナム支配の後に埋蔵したブロンズ仏を掘り出せないほど弱体化していたので
あろう。1580年のクンバコーナムの碑文の寺がティルバランジュリにあったとすれば、その後それ
ほど経たない内にシヴァ教寺院に吸収されてしまったと想定される。カーンチプラムでは 16世紀ま
で仏像製作も続いていた可能性が高いが、17世紀にはおそらく終わり、ナーヤカ期における活発なヒ
ンドゥー教寺院の建築などの際に、残っていた仏教僧院的なものはヒンドゥー教寺院などに転用され
たものと考えられる。
その仏教の姿については次のように考えられる。僧院の主像などであったと思われる石仏の大部分

がブッダであり、観音像などはブロンズでしか発見されないことは、この仏教の基盤をなす僧院は上
座部の信仰を中心としていた。一方、女性を含む信徒による小型のブロンズ仏には観音や弥勒が見ら
れることから、在俗の信徒については観音信仰を中心とする大乗的な仏教も広まっていたと言える。
いくつかのブロンズ仏の碑文からも推定できるように、おそらくは海上や陸上の遠隔地交易商人にと
っては、観音は危険な旅路の守護者として篤く信仰を集めていたものと推測される。密教的な姿とし
てはマンガロールのマンジュナータ寺院の文殊金剛以外にあまり見いだせないが、この寺は港を見下
ろす高台に位置していて、ここでも海上交易商人との関係を推測させる。
つまり、僧院においては出家僧が上座部的信仰を保ちながら、一般信徒に対しては観音などの信仰

によって世俗的な救済をもアピールしようとする二重構造的な姿があった可能性が高い。このような
状態と推定して仏教の終焉について仮説を立ててみると、ティルバランジュリの例などから、一般の
信徒については観音信仰がシヴァ信仰に（あるいはターラー信仰が女神信仰に）という形で、多くの
場合シヴァ教に吸収された可能性が高い。一方、僧院における僧たちの上座部的信仰はヒンドゥー教
に吸収されることはなかったであろう。しかしながら妻帯しない僧たちからそのままで次世代の僧が
育つことはないので、在俗の信徒に上座部の僧として出家しようと思わせるだけの方向づけを与えな
ければならないのであるが、そうした基盤となる在俗の信徒にヒンドゥー教との習合的信仰を許容し
てしまうと僧の再生産は不可能となる。ジャイナ教が在俗の信徒の中でのヒンドゥー教との差異化を
強調することによって存続したことと、この点において相違したものと考えられる。
また、仏教僧団の存続のための受戒の儀式に最低 5人の僧が必要であることも、存続の条件を厳し

いものとするが、南インドの場合、受戒のみをスリランカにおいて行なうことによって、最終的な局



面において細々と継続が可能となったというようなことがあった可能性もある。マガダから高麗と元
に渡って、1363年に亡くなった指空がスリランカで受戒したことは北インドからわざわざスリラン
カに受戒に赴いた一例であるかもしれない。南インドでもカーンチプラムなどに 16世紀まで残存し
ていた局面では同様のことが行なわれていた可能性も考えられる。
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